
帝王切開術後合併症ゼロを目指して
～ Expert に学ぶ Barbed Suture Technique
　 ― 新しい子宮モデルを用いて― ～

第62回日本周産期・新生児医学会学術集会
ハンズオンセミナー1

● 募集人数：16名
● 申込方法： 学会Webサイトよりお申込みください。
※お申込みは先着順とさせていただきます
※定員に達した場合も、当日講義の受講やハンズオン見学は可能ですので是非ご来場ください
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コヴィディエンジャパン株式会社
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帝王切開術の中長期の合併症の予防において、Nicheの形成予防は関心の高いところです。また、近年は子宮筋層縫合に
Barbed Sutureの選択が広がっており、子宮筋層縫合におけるBarbed Suturの安全適正使用法の習得のニーズも高まって
います。術式の理解を深めるだけでなく、エキスパートの先生方の子宮筋層縫合の手技を実際に体感できるハンズオン形式で
あり、ビデオでは掴みきれない体験を通したエキスパートの先生方に直接質問・相談できる貴重な機会です。
帝王切開術後合併症ゼロを目指して、是非お申込みお待ちしています。


